








(1)研究の目的 

 心身障害発生予防の見地から,血液や尿を検体として行われる新生児・乳児のマススクリ

ーニングは現在の処,フェニルケトン尿症・ホモシスチン尿症・メープルシロップ尿症・ヒ

スチジン血症・ガラクトース血症・先天性甲状腺機能低下症・神経芽細胞腫の 7疾患に過

ぎない。 

 もっと多くの疾患について同様にスクリーニングを行えば心身障害児の発生は更に減少

するであろう。 

 そのために新しい種々の疾患について検討し,スクリーニングの可否について明らかに

することを研究の目的とする。 


